
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

の
実
現

へ

島
根
県
で
は
、
複
数
の
公

民
館
エ
リ
ア
の
共
同
に
よ
っ

て
生
活
機
能
が
維
持

・
確
保

さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
で
、
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
を
実
現
す
る
と
し
て
、

「小
さ
な
拠
点
づ
く
り
モ
デ

ル
地
区
推
進
事
業
」
に
取
り

組
み
、
江
津
市
は
２
０
２
０

年
度
か
ら
の
５
年
間
、
桜
江

町
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
補

助
を
受
け
る
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
桜
江
町
が
モ
デ
ル
地

区
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
、

合
併
前
の
旧
町
エ
リ
ア
５
地

区
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い

る
こ
と
、
人
口
・
年
間
出
生

数
の
減
少
率
が
他
地
域
よ
り

高
い
こ
と
、
地
域
課
題
に
共

通
点
が
多
い
こ
と
、

一
体
感

が
あ
り
、
顔
が
見
え
る
関
係

性

・
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
、

「単
独
で
は
地
域
を
維
持
で

き
な
い
」
と
の
共
通
認
識
が

あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
具
体
的
取
り

組
み
と
し
て

「自
主
防
災
地

域
連
携
モ
デ
ル
事
業
」

「若

者
定
住
促
進
事
業
」

「コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
移
動
ス
ー
パ
ー
実
証

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
拠
点
づ
く
り

３
つ
の
事
業

「自
主
防
災
地
域
連
携
モ

デ
ル
事
業
」
で
は
、
▼
川
戸

地
区
を
中
心
に
５
地
区
の
自

主
防
災
組
織
の
連
携

・
支
援

の
体
制
づ
く
り

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぼ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
へ
委
託
）
、

▼
被
災
し
た
川
越
地
区
防
災

・

避
難
拠
点
セ
ン
タ
ー
の
新
設
、

▼
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団

で
桜
江
地
区
防
災
組
織
を
設

置
し
て
防
災
計
画
を
策
定
、

▼
桜
江
地
区
防
災
組
織
に
よ

る
地
区
避
難
所

へ
の
備
品
の

配
備
、
▼
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

を
５
年
で
20
人
養
成
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

「若
者
定
住
促
進
事
業
」

で
は
、
▼
桜
江
地
区
協
議
会

で
空
き
家
バ
ン
ク

・
空
き
家

改
修
費
補
助
金
を
設
け
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
や
多
世
代
居
住
を

促
進
、
▼
地
域
内
の
建
設
会

社
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
養
成
し
、
空
き
家
活
用
の

若
者
が
安
価
で
お
し
ゃ
れ
に

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
、
▼

民
間
企
業
が
川
戸
地
区
の
空

き
店
舗
を
購
入
し
、
桜
江
サ

ロ
ン
と
し
て
１
階
で
バ
ス
待

合
所

・
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
子
ど

も
食
堂
を
開
設
、
２
階
で
小

中
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学

習
塾

・
子
ど
も
の
居
場
所
を

設
け
る
と
し
て
い
ま
す
。

「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
移
動
ス
ー

パ
ー
実
証
事
業
」
で
は
、
▼

移
動
販
売
車
を
購
入
し
、
地

元
商
店
と
連
携
し
て
の
移
動

ス
ー
パ
ー
を
検
討
、
▼
生
活

交
通
バ
ス
の
結
節
点
と
な
る

川
戸
地
区
に
、
民
間
企
業
と

桜
江
連
合
協
議
会
で
交
流
ス

ペ
ー
ス
・
バ
ス
待
合
所

・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
を
整
備

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

事
業
費
は
、
ハ
ー
ド
事
業

１
億
円

（過
疎
債
充
当
、
２

０
０
０
万
円
補
助
）
と
ソ
フ

ト
事
業
５
０
０
０
万
円

（２

／
３
補
助
）
で
す
。

し
か
し
、
江
津
市
は
こ
れ

ま
で
立
地
適
正
化
計
画
で
、

地
域
の
施
設

・
機
能
を
縮
小

し
、
住
居
を
中
心
部

へ
誘
導

す
る
政
策
を
と
っ
て
お
り
、

大
き
く
矛
盾
す
る
事
業
を
導

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
８
月
の

災
害

へ
の
対
応
を
評
価

中
四
国
農
政
局
が
表
彰
し

た
の
は
、
農
業
で
の
地
域
資

源
の
保
全
管
理
、
生
産
条
件

不
利
地
で
の
農
業
生
産
活
動

な
ど
の
維
持
お
よ
び
環
境
保

全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
な

ど
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的

機
能
の
発
揮
を
促
進
す
る
活

動
を
支
援
す
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
組
織
で
す
。

跡
市
環
境
保
全
組
合
が
表

彰
さ
れ
た
の
は

『多
面
的
機

能
支
払
』
部
門
で
す
。
個
人

で
管
理
で
き
な
い
農
道
の
草

刈
り
や
水
路
の
泥
上
げ
を
共

同
活
動
で
効
率
的
に
行
い
、

維
持
管
理
し
て
い
る
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
２
０
１
３
年
８

月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
跡

市
地
区
は
甚
大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
を
活
用
し
て
、

農
道
や
水
路
に
堆
積
し
た
土

砂
の
撤
去
や
用
水
確
保
の
た

め
の
仮
配
水
管
の
敷
設
な
ど

の
応
急
対
応
を
行
い
、
跡
市

地
区
で
の
営
農
を
継
続
さ
せ

て
い
る
点
で
す
。

２
０
１
８
年
度
交
付
額

２
２
６
８
万
円

市
内
で
は
多
面
的
機
能
支

払
制
度
を
14
団
体

（２
０
１

８
年
度
）
が
活
用
し
、
二
つ

の
交
付
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
農
地
維
持
支
払

交
付
金
で
す
。
農
地
や
農
道

・

水
路
な
ど
の
草
刈
り
や
泥
上

げ
、
簡
易
な
補
修
な
ど
の
基

礎
的
な
保
全
活
動
と
生
物
多

様
性
の
保
全
、
景
観
形
成
な

ど
の
農
村
環
境
保
全
の
た
め

の
活
動

へ
の
支
援
で
す
。

も
う

一
つ
は
、
資
源
向
上

支
払
交
付
金
で
す
。
地
域
資

源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同

活
動
や
施
設
の
長
寿
命
化
、

水
路

・
農
道

・
た
め
池
の
軽

微
な
補
修
お
よ
び
老
朽
施
設

の
長
寿
命
化
補
修
な
ど
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

市
内

へ
の
２
０
１
８
年
度

の
交
付
総
額
は
２
２
６
８
万

円
で
、
交
付
金
対
象
面
積
の

大
き
な
順
に
▼
松
川
町
環
境

保
全
組
合

（５
９
０
８
㌃

・

２
７
６
万
円
）
▼
市
山
環
境

保
全
組
合

（５
３
０
１
㌃

・

３
７
０
万
円
）
▼
跡
市
環
境

保
全
組
合

（３
７
１
５
㌃

・

３
１
８
万
円
）
▼
つ
ち
か
か

し
の
会

（３
６
７
７
㌃

・
３

２
２
万
円
）
▼
小
田
環
境
保

全
組
合

（３
６
１
６
㌃

・
１

６
２
万
円
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

今
後
の
課
題
は

耕
作
放
棄
地
解
消

持
続
可
能
な
農
山
村
の
地

域
づ
く
り
に
は
、
家
族
経
営

の
農
業
の
再
生
と
多
面
的
機

能
の
維
持
が
重
要
で
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
住
民

同
士
の
協
議
の
も
と
、
地
域

の
農
地
運
営
の
仕
組
み
を
つ

く
り
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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悩み・困りごと

ご相談ください

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
推
進
事
業

桜

江

地

区
全
域

を

県
事

業

の
対

象

に

２
月
７
日
の
江
津
市
議
会
議
員
連
絡
会
で
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
の
県
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業

中
四
国
農
政
局
が
跡
市
環
境
保
全
組
合
を
表
彰

１
月
10
日
、
中
四
国
農
政
局
が
２
０
１
９
年
度
で
の
多
面

的
機
能
発
揮
促
進
事
業
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
た
と
し
て
、

跡
市
環
境
保
全
組
合
を
最
優
秀
賞
で
表
彰
し
ま
し
た
。



丸
山
知
事
の
教
育
切
り
捨

て
に
対
抗
し
て

「現
行
の
少
人
数
学
級
編
制

事
業
の
継
続
を
求
め
る
署
名
」

を
提
出
し
た
の
は

『
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
す
す
め
る
島
根
の

会
』

（会
長

：
村
上

一
氏
）
で

す
。同

会
で
は
、
丸
山
達
也
知
事

が

「小
中
学
校
で
の
少
人
数
学

級
編
制
の
縮
小
」
と
の
方
針
を

打
ち
出
し
た
昨
年
11
月
以
降
、

島
根
県
下
の
各
地
で
そ
れ
に
反

対
す
る
署
名
運
動
を
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
丸
山

知
事
の
方
針
に
関
連
す
る
議
案

が
提
案
さ
れ
る
県
議
会
２
月
定

例
会
に
あ
わ
せ
て
、
丸
山
知
事

と
県
議
会
の
中
村
芳
信
議
長
に

宛
て
て
、
こ
の
日
ま
で
に
集
ま
っ

た
１
万
１
７
３
８
筆
の
署
名
を

提
出
し
ま
し
た
。

丸
山
知
事
の
方
針
の

問
題
点
を
指
摘

提
出
に
は
村
上
会
長
の
ほ
か

12
人
が
同
席
。
対
応
し
た
藤
原

孝
行
副
知
事

へ
知
事
宛
て
の
要

望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
村
上
会
長
は
少
人

数
学
級
編
制
の
縮
小
に
つ
い
て

の
問
題
点
を
指
摘
。
▼
福
祉
と

教
育
の
予
算
を

「パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
す
る
の
は
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
本
来
は
県
予
算
全

体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
▼
知
事
が

「全
て
の
市

町
村
の
了
解
を
得
た
」
と
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
納
得

の
上
で
の
も
の
で
は
な
く
、
県

に
決
定
権
が
あ
る
の
で
や
む
を

得
な
い
と
し
た
判
断
で
あ
る
こ

と
、
▼
同
会
に
先
ん
じ
て
、
島

根
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
す
で
に

４
万
５
０
０
０
筆
の
反
対
署
名

を
提
出
し
、
松
江
市

・
出
雲
市

・

雲
南
市
の
市
議
会
も
反
対
の
意

見
書
を
議
決
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、

「こ
の
ま
ま
で
は

県
政
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

知
事
に
学
校
現
場
へ
足
を
運
び
、

教
職
員
や
保
護
者
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
も
要
望
。

藤
原
副
知
事
は

「み
な
さ
ん

の
ご
要
望
は
確
か
に
知
事
に
伝

え
ま
す
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

請
願
に
対
し
て

慎
重
な
審
議
を

同
会
は
知
事
宛
て
に
署
名
を

提
出
し
た
の
に
続
き
、
県
議
会

議
長
に
対
し
て
署
名
と
と
も
に

同
趣
旨
の
請
願
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

村
上
代
表
か
ら
請
願
の
趣
旨

を
説
明
し
、
丸
山
知
事
の
方
針

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、

「県
議
会
で
は
慎
重
に
審
議
し
、

せ
め
て
少
人
数
学
級
の
縮
小
提

案
は
保
留
に
し
て
ほ
し
い
」
と

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
の

審
査
で
趣
旨
説
明
が

で
き
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
も
求
め
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
て
、

中
村
議
長
か
ら
は

「丁
寧
に
審
議
す
る
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

県
議
会
の
審
議
に
注
目

方
針
が
示
さ
れ
て
以
降
、
県

民

・
県
下
自
治
体
か
ら
の
反
対

を
受
け
、
丸
山
知
事
は
少
人
数

学
級
編
制
の
縮
小
に
よ
る
教
職

員
の
削
減

へ
の
対
策
と
し
て
、

教
職
員
の
新
た
な
加
配
や
小
学

１
年
生
で
の
少
人
数
学
級
の
継

続
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
方
針
そ
の

も
の
を
変
更
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

丸
山
知
事
は
県
議
会
２
月
定

例
会
冒
頭
、

「子
育
て
支
援
を

拡
充
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
県

議
会
の
意
見
を
聞
き
た
い
」
と

述
べ
て
お
り
、
教
育
と
子
育
て

支
援
を
天
秤
に
か
け
た
施
策
の

判
断
は
、
県
議
会

へ
委
ね
ら
れ

ま
し
た
。◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇

今
回
提
出
さ
れ
た
請
願

へ
の

県
議
会
の
審
査
は
、
３
月
10

・

11
日
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
行

な
わ
れ
、
３
月
17
日
の
本
会
議

で
採
決
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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島
根
県
が
人
口
減
少
対
策
で

の
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
少

人
数
学
級
編
制
事
業
を
大
幅
に

縮
小
す
る
方
針
を
示
し
て
以
来
、

わ
た
し
た
ち
新
日
本
婦
人
の
会

で
は
、
少
人
数
学
級
の
継
続
を

求
め
る
署
名
活
動
に
、
連
日
取

り
組
み
ま
し
た
。

現
行
は
小
学
校
１

・
２
年
生

は
30
人
学
級
で
、
31
人
の
児
童

が
い
れ
ば
16
人
と
15
人
の
２
ク

ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
入
門
期
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

一
人

ひ
と
り

へ
の
き
め
細
か
い
指
導

は
、
学
力
に
お
い
て
も
人
格
形

成
の
面
に
お
い
て
も
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
30
人
学
級

か
ら
わ
ず
か
２
人
増
え
て
32
人

学
級
に
な
る
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
１
学
級
の
人
数

を
増
や
す
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
の
発
達
が
保
障
で
き
な
く
な

る
ば
か
り
か
、
安
全
安
心
を
奪

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

教
育
現
場
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ

せ
を
願
う
多
く
の
人
た
ち
が
、

こ
の
方
針
に
反
対
の
声
を
上
げ

た
こ
と
は
当
然
で
す
。
こ
の
反

対
の
声
に
押
さ
れ
て
か
、
県
は

１
年
生
の
30
人
学
級
だ
け
は
存

続
す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

私
が
小
学
校
に
勤
務
し
て
い

た
時
、
教
職
員
も
保
護
者
も

「あ
と

一
人
、
あ
と

一
人
」
と

祈

っ
た
も
の
の
31
人
に
な
ら
ず
、

30
人
１
ク
ラ
ス
の
１
年
生
を
担

任
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
元

気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
に
、

し
て
あ
げ
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ

っ
た
の
に
、
私
は
途
中
で

病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

年
度
が
変
わ

っ
て
仕
事
に
復
帰

し
、
再
び
２
年
生
に
な

っ
た
子

ど
も
た
ち
30
人
を
担
任
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
校
生
活

に
も
な
れ
て
、
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
活
動
的
に
な

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
命
に

関
わ
る
よ
う
な
事
故
が
お
こ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
20
年
近
く

経

っ
た
今
で
も
、
そ
の
と
き
の

本
人
や
ご
家
族
の
苦
し
み
や
心

配
を
思
う
と
申
し
訳
な
い
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
学
校
が
預
か
っ

て
い
る
の
は
、
か
け
が
え
の
な

い
子
ど
も
た
ち
の
命
で
す
。
当

時
の
経
験
か
ら
、
せ
め
て
現
行

の
制
度
を
維
持
し
、
で
き
れ
ば

縮
小
で
は
な
く
拡
大
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
は
1
ク
ラ
ス
の
子
ど
も

の
人
数
の
多
さ
は
世
界
３
位
、

先
生
の
働
く
時
間
の
長
さ
は
世

界
1
位
で
、
勤
務
時
間
は
過
労

死
ラ
イ
ン
を
大
き
く
超
え
て
い

ま
す
。
現
行
制
度
の
縮
小
や
先

生
の
削
減
は
、
教
育
を
充
実
さ

せ
て
き
た
歴
史
に
逆
行
す
る
も

の
で
す
。

山
﨑
漳
子

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

少

人

数

学

級

の
継

続

と

拡

大

を

少
人
数
学
級
制
度
の
堅
持
を
求
め
て

県
知
事
と
県
議
会
議
長
へ

署
名
１
万
１
７
３
８
筆
を
提
出

18
日
、
島
根
県
議
会
の
２
月
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
県
知
事
が
打
ち
出
し
て
い
る

「小
中
学
校
で
の

少
人
数
学
級
編
制
の
縮
小
」
と
の
方
針
に
反
対
す
る
署
名
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

19
日

18
日

18
日

16
日

15
日

14
日

中

村

久

左

衛

門

泉

文

子

高

原

し

の

ぶ

安

田

ハ

ナ

ヨ

野

海

明

男

田

中

智

子

（92
）

（94
）

（58
）

（90
）

（87
）

（93
）

桜

江

町
大

貫

有

福

温
泉

町

嘉

久

志

町

桜

江

町
鹿

賀

波

子

町

嘉

久

志

町


